
48 

 

（２）コラム 

【コラム①】世界の農産物主要輸出国における農産物の輸出入状況（2013 年） 

  FAO の統計によれば、2011 年の日本の農産物輸出額は、3,273 百万 US ドルで世界第５７位

でしたが、2013 年には 3,140 百万 US ドルで世界第６０位となっています。 

２．.オランダ
穀物自給率

（世界第139位）

上位 品目名 
輸出額

(百万USドル)
シェア(％) 上位 品目名 

輸入額

(百万USドル)
シェア(％) 14%

1
動植物性原材料

（主に花き等）
11,080 12.2 1

動植物性原材料

（主に花き等）
3,137 5.4

2 調製食料品 3,672 4.0 2 大豆油粕 2,686 4.6

3 チーズ 3,660 4.0 3 パーム油 2,543 4.3

4 たばこ 3,066 3.4 4 大豆 1,909 3.3

5 大豆油粕 2,482 2.7 5 調製食料品 1,717 2.9

－ 総額 90,945 100.0 － 総額 58,501 100.0

農産物輸出（世界第2位） 農産物輸入（世界第6位）

３．ドイツ
穀物自給率

（世界第40位）

上位 品目名 
輸出額

(百万USドル)
シェア(％) 上位 品目名 

輸入額

(百万USドル)
シェア(％) 103%

1 チーズ 4,781 5.7 1 動植物性原材料 5,398 5.8

2 調製食料品 4,486 5.3 2 チーズ 4,194 4.5

3 チョコレート製品 4,245 5.1 3 ワイン 3,340 3.6

4 たばこ 3,457 4.1 4 コーヒー　生豆 3,199 3.4

5 動植物性原材料 3,196 3.8 5 調製食料品 2,744 2.9

－ 総額 83,966 100.0 － 総額 93,500 100.0

農産物輸出（世界第3位） 農産物輸入（世界第3位）

４．ブラジル
穀物自給率

（世界第41位）

上位 品目名 
輸出額

(百万USドル)
シェア(％) 上位 品目名 

輸入額

(百万USドル)
シェア(％) 103%

1 大豆 22,812 27.2 1 小麦 2,415 21.2

2 粗糖 9,164 10.9 2 天然ゴム（乾燥） 585 5.1

3 鶏肉 7,004 8.3 3 麦芽 527 4.6

4 大豆油粕 6,787 8.1 4 動植物性原材料 455 4.0

5 とうもろこし 6,308 7.5 5 調製食料品 447 3.9

－ 総額 83,945 100.0 － 総額 11,392 100.0

農産物輸出（世界第4位） 農産物輸入（世界第33位）

１．米国
穀物自給率

（世界第21位）

上位 品目
輸出額

(百万ドル)
シェア（％） 上位 品目名 

輸入額

(百万ドル)
シェア(％) 118%

1 大豆 21,494 14.6 1 蒸留酒 7,050 6.2

2 小麦 10,543 7.1 2 動植物性原材料 6,878 6.0

3 調製食料品 7,554 5.1 3 ワイン 5,492 4.8

4 とうもろこし 6,883 4.7 4 コーヒー　生豆 4,801 4.2

5 繰り綿 5,589 3.8 5 ビール 3,909 3.4

－ 総額 147,722 100.0 － 総額 113,690 100.0

農産物輸出（世界第1位） 農産物輸入（世界第2位）
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６．中国
穀物自給率

（世界第46位）

上位 品目名 
輸出額

(百万USドル)
シェア(％) 上位 品目名 

輸入額

(百万USドル)
シェア(％) 100%

1 動植物性原材料 5,151 11.1 1 大豆 38,009 32.9

2 調製食料品 3,042 6.5 2 繰り綿 8,441 7.3

3 果実調製品 2,062 4.4 3 天然ゴム（乾燥） 5,759 5.0

4 野菜調製品 1,657 3.6 4 パーム油 4,904 4.2

5 にんにく 1,397 3.0 5 牛の皮（塩漬け） 2,825 2.4

－ 総額 46,494 100.0 － 総額 115,388 100.0

農産物輸出（世界第6位） 農産物輸入（世界第1位）

７．スペイン
穀物自給率

（世界第78位）

上位 品目名 
輸出額

(百万USドル)
シェア(％) 上位 品目名 

輸入額

(百万USドル)
シェア(％) 73%

1 ワイン 3,390 7.4 1 大豆 1,919 6.0

2 オリーブ油 2,597 5.7 2 とうもろこし 1,674 5.3

3 豚肉 1,870 4.1 3 たばこ 1,228 3.9

4 小型かんきつ類 1,704 3.7 4 蒸留酒 1,213 3.8

5 オレンジ 1,470 3.2 5 調製食料品 1,199 3.8

－ 総額 45,724 100.0 － 総額 31,778 100.0

農産物輸出（世界第7位） 農産物輸入（世界第12位）

８．カナダ
穀物自給率

（世界第6位）

上位 品目名 
輸出額

(百万USドル)
シェア(％) 上位 品目名 

輸入額

(百万USドル)
シェア(％) 202%

1 小麦 6,549 14.6 1 調製食料品 2,430 7.3

2 菜種 4,199 9.3 2 ワイン 2,026 6.1

3 菜種油 2,755 6.1 3 動植物性原材料 1,017 3.1

4 豚肉 2,188 4.9 4 牛肉（骨なし） 967 2.9

5 大豆 1,896 4.2 5 チョコレート製品 909 2.7

－ 総額 44,982 100.0 － 総額 33,267 100.0

農産物輸出（世界第8位） 農産物輸入（世界第11位）

５．フランス
穀物自給率

（世界第9位）

上位 品目名 
輸出額

(百万USドル)
シェア(％) 上位 品目名 

輸入額

(百万USドル)
シェア(％) 176%

1 ワイン 10,349 13.8 1 動植物性原材料 2,777 4.9

2 小麦 6,155 8.2 2 調製食料品 2,242 3.9

3 蒸留酒 4,862 6.5 3 チョコレート製品 1,889 3.3

4 チーズ 3,583 4.8 4 ペストリー 1,834 3.2

5 とうもろこし 2,613 3.5 5
コーヒー

（炒ったもの）
1,725 3.0

－ 総額 74,804 100.0 － 総額 57,255 100.0

農産物輸出（世界第5位） 農産物輸入（世界第7位）
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※ 輸出額及びシェアの数値については、「FAO 統計」より引用または試算 

※ 穀物自給率は 2011 年の値 

 

 

 

 

  

９．ベルギー
穀物自給率

（世界第113位）

上位 品目名 
輸出額

(百万USドル)
シェア(％) 上位 品目名 

輸入額

(百万USドル)
シェア(％) 41%

1 チョコレート製品 2,718 6.1 1 バナナ 1,438 3.7

2 ペストリー 1,926 4.4 2 チーズ 1,375 3.5

3 調製食料品 1,707 3.9 3 ワイン 1,296 3.3

4 豚肉 1,556 3.5 4 調製食料品 1,246 3.2

5 冷凍ポテト 1,530 3.5 5 菜種 1,212 3.1

－ 総額 44,198 100.0 － 総額 39,240 100.0

農産物輸出（世界第9位） 農産物輸入（世界第10位）

１０．イタリア
穀物自給率

（世界第73位）

上位 品目名 
輸出額

(百万USドル)
シェア(％) 上位 品目名 

輸入額

(百万USドル)
シェア(％) 76%

1 ワイン 6,647 15.3 1 たばこ 2,525 5.3

2 チーズ 2,713 6.3 2 チーズ 2,224 4.6

3 調製食料品 2,637 6.1 3 豚肉 2,136 4.4

4 マカロニ 2,265 5.2 4 小麦 1,982 4.1

5 オリーブ油 1,721 4.0 5 オリーブ油 1,577 3.3

－ 総額 43,328 100.0 － 総額 48,067 100.0

農産物輸出（世界第10位） 農産物輸入（世界第8位）

60．日本
穀物自給率

（世界第125位）

上位 品目
輸出額

(百万USドル)
シェア（％） 上位 品目名 

輸入額

(百万ドル)
シェア(％) 28%

1 調製食料品 693 22.1 1 大豆 4,754 7.8

2 動植物性原材料 343 10.9 2 たばこ 4,094 6.7

3 たばこ 229 7.3 3 豚肉 3,990 6.5

4 ペストリー 215 6.8 4 牛肉（骨なし） 2,719 4.4

5 清涼飲料水 127 4.0 5 動植物性原材料 2,543 4.1

－ 総額 3,140 100.0 － 総額 61,342 100.0

農産物輸出（世界第60位） 農産物輸入（世界第5位）
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【コラム②】世界の食品輸出大国から考える 

１．世界の食品輸出大国の輸出額及び輸出品目 

2015 年、我が国の農林水産物・食品の輸出額は、

7,451 億円と過去最高額を記録しました。しかし、

世界に目を転じると、米国、オランダ、ドイツ、中

国、ブラジル、フランス等は、日本の数十倍の輸出

額となっており、農産物の輸出額では日本は 60 位

となっています（50 頁参照）。また、日本の農林水

産業の産出額 10 兆 3,211 億円（2014 年）と比べ、

農林水産物・食品の輸出額は、著しく小さい状況と

なっています。 

世界で輸出額の上位に名を連ねている国々を見る

と、様々な特徴があることがわかります。例えば、

米国では大豆やとうもろこし、ブラジルでは大豆や砂糖、カナダでは小麦や菜種といった品目が

上位を占めていますが、こうした国土面積の大きな農業大国は、広い土地を利用して生産した穀

物等を比較的素材に近い形で他の国・地域に輸出しています。 

一方、加工貿易や中継貿易により輸出を伸ばしている

国もあります。例えばオランダは国土面積の小さい国で

ありながらも、野菜・花き等の施設栽培等の集約的農業

が展開されている他、海外から「カカオ豆」を輸入し「チ

ョコレート等の調製品」に、「葉たばこ」を輸入し「たば

こ」に加工した上で輸出するなど、原材料となる輸入農

作物を加工し付加価値を高めて他国に輸出する「加工貿

易」を行っています。また、オランダは欧州の中央部に

位置する利点を活かして、南欧から輸入した野菜等

を他国に輸出する「中継貿易」も行っています。 

他方、食文化の普及・確立と食品の輸出とを一体的に推進している国もあります。世界の多く

の国々で愛される豊かな食文化として「イタリアン」や「フレンチ」を普及・確立させたイタリ

アやフランスの輸出品目を見てみると、イタリアは、「イタリアン」の中核をなすワイン、チー

ズ、マカロニ、オリーブ油といった食品が輸出上位品目となっています。フランスも同様に、「フ

レンチ」を形作る

ワイン、蒸留酒、チ

ーズといった食品

が輸出上位品目と

なっています。 
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２．日本の農林水産物・食品の輸出拡大に向けた取組み 

食文化の普及・確立と農林水産物・食品の輸出拡大を一体的に推進するイタリアやフランス型

の取組みは、日本にとっても大いに可能性を秘めた方法です。例えば、「好きな外国料理」を各

国で調査したところ、一番人気が高いのは日本料理であるという結果が出ています（「日本食品

に対する海外消費者アンケート調査」（JETRO））。また、2013 年には「和食」がユネスコ無形文

化遺産に登録されました（※）。高まる日本食・食文化への関心・人気を追い風に、日本酒、茶、

味噌・醤油など日本食を象徴する品目の輸出は着実に伸びています。 

また、2015 年に開催された、食をテーマとしたミラノ万博においては、日本の食文化の素晴

らしさを発信する絶好の機会として、日本館で官民一体となって食に関する様々な展示を行いま

した（54 頁コラム「2015 年ミラノ国際博覧会における日本食・食文化の魅力発信」を参照）。

また、2020 年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会は、世界中から多くの人が日本を

訪問し、日本の食を体験するチャンスになります。このような世界的なイベントの機会を捉えて、

日本食・食文化の普及・確立と一体となって輸出に取り組んでいくことが重要となっています。 

 

 

（※）「和食」のユネスコ無形文化遺産登録 

南北に長く、四季が明確な日本には多様で豊かな自然があり、そこ

で生まれた食文化もまた、これに寄り添うように育まれてきました。 

このような、「自然を尊ぶ」という日本人の気質に基づいた「食」

に関する「習わし」が、「和食；日本人の伝統的な食文化」と題して、

平成 25（2013）年 12 月、ユネスコ無形文化遺産に登録されました。 

 「和食」の 4つの特徴 

(1)多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重  

日本の国土は南北に長く、海、山、里と表情豊かな自然が広がって

いるため、各地で地域に根差した多様な食材が用いられています。ま

た、素材の味わいを活かす調理技術・調理道具が発達しています。  

(2)健康的な食生活を支える栄養バランス 

一汁三菜を基本とする日本の食事スタイルは栄養バラン

スがとりやすく健康的と言われています。また、だしの「う

ま味」を上手に使うことによって動物性油脂の少ない食生活

を実現しており、日本人の長寿や肥満防止に役立っています。 

(3)自然の美しさや季節の移ろいの表現 

食事の場で、自然の美しさや四季の移ろいを表現すること

も特徴のひとつです。季節の花や葉などで料理を飾りつけた

り、季節に合った調度品や器を利用したりして、季節感を楽

しみます。 

(4)正月などの年中行事との密接な関わり 

日本の食文化は、年中行事と密接に関わって育まれてきました。 

自然の恵みである「食」を分け合い、食の時間を共にすることで、 

家族や地域の絆を深めてきました。 
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【コラム③】卸売市場の輸出拠点化 

我が国の卸売市場は、生鮮食料品流通の基幹的インフラとして、国民へ安定的に生鮮食料品

等を供給しているところですが、農水産物の輸出等を通じた新たな需要開拓に取り組むことが

求められています。 

とりわけ、国際空港近辺に立地している卸売市場は、輸出に係る手続の効率化、混載による流

通コストの低減等の観点から、国際農水産物等の輸出拠点となることが期待されます。 

そのため、輸出手続のワンストップ化や輸出先が求める品質管理、多品目混載や産地連携に

よる周年供給等に対応することが重要です。 

平成 27 年（2015）11 月には、成田市公設地方卸売市場から英国への試験輸出が行われまし

た。試験輸出では、卸売市場内における輸出手続のワンストップ化を図るため、産地証明書の交

付（事業者への受渡し）や検疫などの輸出手続を卸売市場で行うことで期間短縮の検証を試みた

ほか、ロンドン市内での日本の農産物のＰＲや市場調査、在英国日本大使館でのレセプションを

実施しました。 

 

※成田市公設地方卸売市場における輸出手続ワンストップ化の検証の様子 

○産地証明書の交付              ○植物検疫検査 

（農政局職員による産地証明書の交付手続） （市場に出向き検疫を実施する植物防疫官） 

          

○空輸による輸送実証                ○ロンドン市内でのＰＲ・試験販売 
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【コラム④】2015 年ミラノ国際博覧会における日本食・食文化の魅力発信 

2015 年ミラノ国際博覧会（以下、「ミラノ万博」）は、イタリア・ミラノで「地球に食料

を、生命にエネルギーを」をテーマに184 日間の会期で行われ、145 か国、３国際機関が参加

し、総来場者数は2,150 万人に上りました。 

日本館では、「Harmonious Diversity－共存する多様性－」をテーマに、日本の農林水産業

や食を取り巻く様々な取組、日本食、日本食文化に詰め込まれた様々な知恵と技が、人類共通の

課題解決に貢献していくことをアピールしました。館内には１から５のシーンがあり、シーン２

では、産地から食卓まで多種多彩なコンテンツが流れ落ちる「多様性の滝」が展示されました。

滝壺に漂うコンテンツに手を触れると、関連する

様々な情報が映し出されるようになっています。日

本館アプリをインストールしたスマートフォンで、

興味のある画像にタッチをするとその画像がスマー

トフォンに取り込めるようになっており、退館後も

閲覧できます。このように、日本の最先端の技術も

駆使し、様々な工夫を凝らした展示が行われまし

た。 

 

平成 27（2015）年７月 11 日には、日本のナシ

ョナルデーである「ジャパンデー」を開催し、東

北の伝統的な 10 の祭りを一堂に会したパレード

やレセプション等を行いました。また、ミラノ市

内のステッリーネ宮殿で日本館第二の拠点「ジャ

パンサローネ」を期間限定で開催しました。そこ

では、商談会やシンポジウム、試食イベント等を

実施し、19 日間の開催期間中約３万人を集客しま

した。 

ミラノ万博では、多くのパビリオンでレストラ

ンが設置されており、日本館においては、本格日本

食レストラン及びフードコートを設置し、日本食・

食文化を紹介しました。また、日本館のイベント広

場で、58 の地方自治体・団体が各地域の伝統的な

食品の展示や飲食の提供を行いました。そこでは、

通常EU 域内への輸出ができない日本産食材の持ち

込みについて特例措置が認められ、だしを取るため

の「かつおぶし」、山口県のイベントで使用した

「フグ」、トンカツとして提供した「豚肉」などの

万博会場内での使用が実現しました。  

「ジャパンデー」の日本館の様子 

フードコートで供された「トンカツ」 

シーン２「多様性の滝」 
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万博会場内でも有数の人気パビリオンとなった日本館は、総来場者数の１割を超える、228 

万人に上る来館者を迎えました。来館者へのアンケートでも、日本館の総合評価は４項目のう

ち上位２項目（「良かった」、「まぁ良かった」）が98.0％に上ったほか、「日本への理解・

興味が深まったか」という調査では、同じく上位２項目が91.9％を占める結果となりました。 

博覧会国際事務局が主催し、優秀なパビリオンを決定する褒賞制度では、日本館が展示デザ

イン部門で「金賞」を受賞しました。自然と技術の「調和」が評価され、平成27（2015）年

10 月30 日の授賞式で表彰されました。５年ごとに行われる大規模博覧会における日本館の

「金賞」受賞は史上初の快挙となりました。 

日本館の金賞受賞や多くの媒体での高評価は、我が国の農林水産業や食文化の魅力が世界の

人々に理解された表れであると考えられます。また、今回の出展が農業者をはじめとする関係

者の自信につながり、日本の農林水産物・食品の輸出がさらに増大することが期待されます。 

 

 

（参考）日本食レストラン店舗数の増加 

英国を例にとれば、高まる健康志向等を背景に日本食レストラン数が毎年増加しており、

2015 年における日本食レストラン数はロンドンで約 520 店舗、英国全体では約 810 店舗を

占めるに至っています。（英国における日本食レストラン数は 2005 年と比較して約 1.6 倍。） 

英国ではこれまで『日本食＝寿司』という印象が強く持たれていたほか、日本食レストラン

の大多数は非日本人経営によるチェーン店が占めていますが、近年ロンドンを中心にラーメン

やお好み焼き等の専門店が見られるようになってきました。また、日本から直接あるいはフラ

ンチャイズによる進出の動きも見られます。 

一方、日本食レストランの展開には課題が多く、その一つに人材の確保の課題があります。

英国では、移民による人口増を抑える観点から非 EU 圏に対する VISA の発給に極めて厳しい

方針を取っているため、新たに日本人シェフが VISA を取得することは極めて困難な状況にあ

ります。このような中、日本食シェフの人材の確保、調理技能の向上は、今後、より重要な課

題になってくる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オセアニア】 
約 1,850 店（約 2.6 倍） 
（約 700 店） 

【アジア】 
約 45,300 店（約 1.7 倍） 
（約 27,000 店） 

【中南米】 
約 3,100 店（約 1.1 倍） 

（約 2,900 店） 

【ロシア】 
約 1,850 店（約 1.5 倍） 
（約 1,200 店） 

【北米】 
約 25,100 店（約 1.5 倍） 
（約 17,000 店） 

【アフリカ】 
約 300 店（約 2 倍） 
（約 150 店） 

【欧州】 
約 10,550 店（約 1.9 倍） 
（約 5,500 店） 

【中東】 
 約 600店 

（約 2.4 倍） 
（約 250 店） 

（出所）外務省調べ、農林水産省推計（88,703 店） 
数字は 2015 年時点（対 2013年比）、（）内は 2013 年時点 


